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（会期終了日 現在） 

（１）活動概観 

〔調査の経過〕 

本調査会は、原子力等エネルギー・資源、持続可能社会に関し、長期的かつ総合的な調査

を行うため、第210回国会の令和４年10月３日に設置された。３年間の調査テーマを「資源

エネルギーの安定供給確保と持続可能社会の調和」とし、１年目は「資源エネルギーと持

続可能社会をめぐる情勢」を調査項目として取り上げ、第211回国会の令和５年６月７日に

調査報告書（中間報告）を議長に提出した。また、「原子力問題に関する件」について調査

を行った。 

調査の２年目は、「資源エネルギーの安定供給確保と持続可能社会の調和に向けた論点

整理」を調査項目として取り上げ、第213回国会の令和６年６月５日に調査報告書（中間報

告）を議長に提出した。また、「原子力問題に関する件」について調査を行った。 

今国会において、理事会等で協議を行った結果、３年目は「資源エネルギーの安定供給

確保と持続可能社会の調和に向けた戦略」について調査を進めることとした。 

（２）調査会経過

○令和６年12月24日(火)（第１回） 

原子力等エネルギー・資源、持続可能社会に関する調査の継続調査要求書を提出することを決定し

た。 

閉会中における委員派遣については会長に一任することに決定した。 


